




日本仏教揺籃の地としての南大阪（七）

　「『歪み』は顔面にのみ表わされる，眉・眼がおおよそ左右相称を保つなかで，鼻梁が眉

間から急に左方（向かって右方）へ流れ，鼻頭で再び垂直性をとりもどす。人
じん

中
ちゅう

から顎に

かけてはわずかに元の方へ戻り気味だが，どちらかというと，流れた鼻の方により多くつく。

正中線まで人中をもどしたらおそらく顔はこわれてしまうだろう。顔面の歪みはわずかな

ようでもその印象は強い。

　左右へ高く張り，これに続く肉髺も，面幅にほぼ等しい異様な大きさを示し，丈高に彫

り出された螺髪が累々と積まれてやや平たい顔を圧している。螺髪はそれほど大粒ではな

いが，とにかくこの頭部は重い。これは明らかに肉髺相の誇示である。そしてその形はど

こか歪んでいる。脳の納まっている頭骸の強調は，如来の三十二相をあげるまでもなく明

らかに，神秘な霊能力を誇示するものだ。この勢威に圧倒されるように，金釘流とも呼び

たい耳は小ぶりで無表情でさえある」（同　73 〜 74 ページ）

　井上氏は，通常の仏像は，手相や足の組み方を除き，左右相称の形を重んじ，それによっ

て，尊像の整い澄ました心は整斉感の中に宿り，礼拝対象にふさわしい形態が約束される

のだが，その原則に挑戦するかのように，左右相称を否定する造形が古密教系統の尊像に

相当数見られると指摘する。従来，それは木材の乾燥による歪み，工人や仏師の稚拙さに

帰されていたが，そうではなく，この「歪みの造形」は意図的に造り出されたものと考え

るべきではないかと，井上氏はいうのである。井上氏はそれを「霊威表現」というのだが，

木材そのものに精霊は宿っている。「木
こ だ ま

霊」とはよくいったものである。先に掲げた『日本

霊異記』の和泉の海を妙なる音楽とともに流れてきたクスの木はまさに霊木であり，池辺

直氷田はその霊木の中から仏が化現するのを手助けしただけなのだということにもなろう。

写真 7　〈弥勒菩薩座像〉 写真 8　〈薬師如来立像〉
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もともと大理石の中に天使が閉じ込められていて，その天使を自由にするために彫ったの

だと，ミケランジェロはいったが，行基集団の工匠たちも木の中にもともとやどった仏を

自由にしただけのことなのである。

　梅原猛氏は井上氏が取り上げた弥勒菩薩像と薬師如来像とは別に，跋難陀竜王像と難陀

竜王像に注目する。

　「私好みの仏像をとり出し，いささか素人の感想をつけ加えることにしよう。それは跋難

陀竜王と難陀竜王の像である。これは竜王の像であるが，まことに人間くさい像なのであ

る。二つの竜王の頭にかぶった冠はまことに異様である。これは薬師如来の長い頭とともに，

身体のアンバランスな強調を示したものであろう。

　この跋難陀竜王の様相に私が感銘したのは，そのまったく男性的な凛々しさである。そ

れに鼻筋の通った鼻，それに固く閉じられた唇，これは人間の明晰な精神と強い意志を示

すものである。この二つの竜王は，いわゆる古密教の像として代表的なものであり，雨乞

いの祈りに使われたものであろう。旱魃に悩む田畑に雨を降らし，民衆を救うのには，よ

ほどの知性と，よほどの意志力が必要なのであろう，この像には，そういう降雨を祈る行

者の力強い，しかも落ち着いた形相があらわれているように思われる。凛然たる気迫がこ

の像から感じられる。

　ところが一方，難陀竜王のほうはまことに穏やかな顔をしている，彫りも跋難陀竜王の

ように深くはなく，浅くて，それは文官のさまをしている。これはまさしく仏教の慈悲を

示すのであろう。あのような強い意志を示す武官の服装をした跋難陀竜王と，このような

穏和な微笑をたたえた難陀竜王の像を並べて置いたところに，私はこの像の作者の，仏教

写真 9　〈跋難陀竜王立像〉 写真 10　〈難陀竜王立像〉
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に関する深い理解を感じるのである。この像がここにあるところをみると，行基菩薩は降

雨の祈りをしたにちがいないと思って，住職の田中典彦氏に聞くと，この寺にはそういう

降雨の風習が最近まで残っていたというのである」（『人間の美術 4　平城の爛熟』学習研究

社　1990）

　日照りはそのまま不作を，そして飢餓を人びとにもたらす。雨が降るか降らないかには

人びとの死活がかかっていて，この二つの竜王像は人びとの雨乞いの切実な祈願，あるい

は呪願を託すための像なのであろう。私はフランスのニースから北方のイタリアとフラン

スの国境近くにあるメルベーユ渓谷をトレッキングしたことがある。標高 2872 メートルの

モン・べゴ（Mont Bégo）の山の斜面には青銅器時代のペテログラフ（岩刻画）が残され

ている。その数ざっと 10 万以上あるのだという。夏のあいだ，羊を放牧するために羊飼い

が石を組んで作った山小屋で生活することがあるとはいえ，普通に人の住むところではな

い，険しい渓谷であり，高山である。青銅器時代にはすでに農耕が始まっていて，ペテロ

グラフの中には牛が犂を引くようすを描いたものもある。地中海に面した平野部の人びと

がわざわざ険しい道を歩いて水源まで遡ってやって来て，雨乞いをしたのだと推測される。

その中にたとえば，「部族の長」と呼ばれている岩刻画がある。胸には牛の絵があり，トー

テムなのか，あるいは半人半牛といった存在を意味してもいるのか，衝撃的なのは頭の右

上に矛が突き刺さっていることである。雨乞いのために人身御供が行われたのだと想像さ

れる。雨は農耕の人びとにとって生命同様に大切なものであったと痛感させられる。

　孝恩寺の仏像群の中で，私の注目した像を一つだけ挙げる。それは弁財天立像である。

たいへんずんぐりとした弁天さまであり，美しいというより，親しみやすい感じの相好の

像である。頭に人頭蛇身の宇賀神を載せ，八肘になっているが，もともとは二肘で，頭の

宇賀神も後につけ加えたもので，別の天部の像だったの

ではないかともいう。弁才天とはどのような仏なのだろ

うか。『仏教語大辞典』は次のようにいう。

　「辨才天―べんざいてん　また大弁天・音妙天・美音

天・大弁才功徳天ともいう。ヴェーダにおいては，イン

ドの五河地方の河神として崇拝され，後に梵天の妃とさ

れた。音楽・弁才・財福・智慧の徳があるとされる天女

形で，吉祥天とともに最も多く信仰され，仏教に入って，

『金光明最勝王経』大弁才天品に詳述されて古くから造

像がある。もと河の女神であったから，日本でも弁天の

祀堂は湖辺・海辺にある」

　弁才天はヒンズー教の河の女神であるサラスヴァー

ティーが仏教の天部として取り込まれたものだとされ

る。それが日本に入って来て日本風に変容していくが， 写真 11　〈弁財天立像〉
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江の島や竹生島，そして宮島など，やはり水辺に存在する。『金光明最勝王経』をひもとく

と，たとえば，「大弁才天女品第十五の一」において，弁才天がこの『金光明最勝王経』を

聴聞する者のために呪薬洗薬の法を説くのだとして，三十二味の香水で洗浴することをい

い，その上で，

　「この経典を読誦して，常に日夜に於て念散ぜず，専想慇懃に信心を生ぜば，所有の患苦

悉く消除し，貧窮を解脱し財宝足り，四方の星辰及び日月，威神もて擁護し延年を得て，

吉祥安穏にして福徳増し，災変厄難皆除き遣らん」という。また呪して，「若し財を求めん

ものは多財を得，名称を求むるものは名称を獲，出離を求むるものは出離を得ん，必定し

て成就せん，疑を生ずるなかれ」

という。ちなみに，常に，「八臂を以て自ら荘厳し，各弓と箭と刀と矛と斧と，長杵と鉄輪

と幷びに羂索を持す」とあって，八肘は『金光明最勝王経』の説く弁才天の姿であり，そ

のもちものからいえば，戦闘の女神のようでもあるが，いずれにしろ，「貧窮を解脱して財

宝足り」といい，「若し財を求めんものは多財を得」とあって，人びとが財福を願うことの

できる弁才天は弁財天とも書かれるのは故なしとしない。竹生島の宝厳寺もやはり行基の

開創と伝え，湖上の交易の成功を願う人びとの信仰を集めたのであろうが，水間寺の金融

業にしろ，財福という人びとのあまりに現世的ではあるが，切実きわまりない願いを背負

うだけの無碍の器量といっていいものが行基の中にはあったのだと思われる。

【この論考は本学共同研究プロジェクト 23 連 296「地域文化資源の掘り起こしと活用の研究」

の研究助成を受けた成果の一部である】
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【掲載画像出典】
写真 1 から 6 はすべて筆者自身の撮影であり，写真 7 から 11 については，貝塚市教育委員会提供である
（写真資料使用許可証：貝教委 第 232 号）。URL は下記記載の通りで最終閲覧日はすべて 2025 年 11 月
20 日である。

（写真 7　孝恩寺　弥勒菩薩座像）
	 https://www.city.kaizuka.lg.jp/bunkazai/bunkazaidata/bunkazai/kuni_sitei/tyoukoku/ko_

mirokubosatuzazou.html
（写真 8　孝恩寺　薬師如来立像）
	 https://www.city.kaizuka.lg.jp/bunkazai/bunkazaidata/bunkazai/kuni_sitei/tyoukoku/ko_

yakusinyorairyuzou.html
（写真 9　孝恩寺　跋難陀竜王立像）
	 https://www.city.kaizuka.lg.jp/bunkazai/bunkazaidata/bunkazai/kuni_sitei/tyoukoku/ko_

banandaryuouryuzou.html
（写真 10　孝恩寺　難陀竜王立像）
	 https://www.city.kaizuka.lg.jp/bunkazai/bunkazaidata/bunkazai/kuni_sitei/tyoukoku/ko_

nandaryuouryuzou.html
（写真 11　孝恩寺　弁財天立像）
	 https://www.city.kaizuka.lg.jp/bunkazai/bunkazaidata/bunkazai/kuni_sitei/tyoukoku/ko_

benzaitenryuzou.html

� （2025 年 11 月 20 日受理）

59



桃山学院大学総合研究所紀要　第51巻第 3号

Southern Osaka:  
The Cradle of Japanese Buddhism （7）

UMEYAMA Hideyuki

　Dante’s “Divine Comedy” （1321） comprises three posthumous realms: Hell, Purgatory, 
and Heaven. According to the French medievalist Jacque Le Goff, Purgatory did not exist 
before the late twelfth century. Le Goff argues that the concept of Purgatory emerged to 
enable the salvation of usurers, who had previously been condemned to eternal damnation.
　Japanese Buddhism accommodated usurers from its inception, temples themselves 
actively engaged in moneylending. In Nippn Eitaigura （日本永代蔵）, Ihara Saikaku （井原
西鶴） describes an Edo merchant who borrowed from Mizuma-dera （水間寺）, prospered, 
repaid the loan with substantial interest, and donated funds to erect a magnificent three-
stored pagoda on the temple grounds. Notably, Mizuma-dera’s banking activities can be 
traced to the era of its founder, the monk Gyoki （行基）.
　Walking upstream along the Kogi-gawa （近木川） about one kilometer from Mizuma-
dera, one reaches Koon-ji （孝恩寺）, which houses the national treasure Kuginasi-do （釘無
堂）, a shrine built without nails. This shrine contained 20 wooden Buddihist statues known 
as ‘Gyoki-butu （行基仏）’, which have long been attributed to Gyoki and his disciples in the 
first half of the eighth century. Modern scholarship dates them to the nineth century or 
later and denies any direct connexion with Gyoki. However, this view lacks firm evidence. 
The striking simplicity and distinctive beauty of these statues, it may be argued, reflect 
the religious vision of Gyoki and his eighth-century followers.
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